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国立研究開発法人   農業・食品産業技術総合研究機構

▲農研機構は農業 AI 研究用のスパコン「紫峰」の稼働を開始しました。従来の多くのスパコ
ンと異なり、主力の演算装置にGPU（Graphics Processing Unit） を用いた、機械学習や画像
解析に適した仕様が特徴です。人工知能（AI）とデータを活用した最先端の研究を加速し、農
業界や産業界で真に役立つ技術を開発することで、農業・食品産業の成長産業化を目指します。
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50
年
ほ
ど
前
の
こ
と
、
小
学
生
の
私
は
何
を
思
っ
て
か
台
所
か
ら
乾
物

の
豆
を
取
り
出
し
、
水
を
与
え
て
観
察
を
始
め
ま
し
た
。
や
が
て
根
が
出

て
、
つ
る
が
伸
び
、
そ
の
先
に
白
い
花
が
咲
い
て
、
想
像
も
し
な
か
っ
た

立
派
な
サ
ヤ
イ
ン
ゲ
ン
が
食
卓
に
上
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
食
べ
物
に

対
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
好
奇
心
と
、〝
種
ま
き
〞
が
も
た
ら
し
た
小
さ
な

奇
跡
が
、
そ
の
後
、
農
業
研
究
の
道
を
志
す
こ
と
に
な
る
原
体
験
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　　
「
播
か
ぬ
種
は
生
え
ぬ
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
農
業
の
一
の
基
盤
と
し

て
種
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農
業
に
役

立
つ
多
種
多
様
な
生
物
の
タ
ネ
を
大
切
に
保
存
す
る
農
業
生
物
資
源
ジ
ー

ン
バ
ン
ク
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
タ
ネ
は
一
般
栽
培
用
の
そ

れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
世
界
中
に
分
布
す
る
、
作
物
の
近
縁
の

野
生
種
あ
る
い
は
地
域
ご
と
に
特
色
の
あ
る
在
来
種
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

自
体
が
生
む
経
済
価
値
は
大
き
く
は
な
く
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
近
い
も
の
が
多

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
品
種
改
良
の
交
配
親
と
し
て
画
期
的
な
新

品
種
を
生
ん
だ
り
、
食
料
生
産
の
安
定
や
、
新
し
い
経
済
を
生
ん
だ
り
す

る
こ
と
の
で
き
る
潜
在
能
力
を
持
つ
タ
ネ
、
未
来
を
つ
く
る
た
め
の
遺
伝

資
源
で
す
。

　

本
事
業
で
は
植
物
の
み
な
ら
ず
微
生
物
、
動
物
の
タ
ネ
も
幅
広
く
保
存

し
て
い
ま
す
。
微
生
物
で
は
、
乳
酸
菌
や
麹
菌
な
ど
の
有
用
な
も
の
だ
け

で
な
く
、
植
物
の
病
気
の
原
因
と
な
る
微
生
物
も
保
存
し
て
研
究
利
用
し

て
い
ま
す
。
古
く
か
ら
利
用
し
て
き
た
在
来
家
畜
や
カ
イ
コ
な
ど
も
あ
り

ま
す
。
先
人
が
苦
労
し
て
集
め
つ
な
い
で
き
た
遺
伝
資
源
を
お
預
か
り
し
、

多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
農
業
の
研
究
成
果
を
生
み
出
す
縁
の

下
の
力
持
ち
の
役
割
を
も
ち
、
さ
ら
に
こ
の
バ
ト
ン
を
確
実
に
次
世
代
へ

引
き
継
い
で
い
く
の
が
本
事
業
の
使
命
で
す
。

　

日
頃
食
べ
て
い
る
お
米
、
野
菜
、
果
物
、
畜
産
物
、
乳
製
品
な
ど
は
何

ら
か
の
か
た
ち
で
遺
伝
資
源
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
農
業
生
物
資
源
ジ
ー

ン
バ
ン
ク
事
業
の
一
連
の
活
動
に
つ
い
て
、
本
誌
を
手
に
取
ら
れ
た
み
な

さ
ま
の
ご
理
解
が
深
ま
れ
ば
幸
い
で
す
。

特集 たねと資源　
農業生物資源ジーンバンク事業

タ
ネ

    

先
人
か
ら
の
預
か
り
も
の

　
　
　

ゼ
ロ
か
ら
１
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生
む
未
来
の

                       　
　
　
　
　
　
　
　
　

農
研
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遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
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川
口 

健
太
郎



　世界各地から集められた遺伝資源について、どのよ
うな特性を持つのかあらかじめ明らかにしておけば、
効率よく研究・育種などを行うことができます。例えば、
植物では形態的な特徴、耐病虫性や品質などの特性
を、微生物では培養性状、顕微鏡的特徴や植物に対
する病原性、物質生産の活性などを調査します。さら
に、より正確な分類や種内多様性の解明を行うため、
DNA 解析も実施しています。

（１）探索収集・導入

ジーンバンク事業の役割

▲遺伝資源に関する情報をデータベース化し、オンラインで公
開しています。遺伝資源の配布を希望される場合にも利用で
きます。

（２）分類・同定・特性評価保存

（３）保存

遺
伝
資
源
。
そ
れ
は
、
人
類
共
通
の
財
産
。

そ
し
て
、
一
度
、
失
わ
れ
た
ら
、
戻
ら
な
い
。

み
ん
な
で
活
用
し
、
未
来
へ
引
き
継
ぐ
。

そ
れ
が
、
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
の
役
目
。

　
「
遺
伝
資
源
」
と
い
う
言
葉
は
、

生
物
の
持
つ
多
様
な
遺
伝
子
が
、

有
用
な
作
物
や
家
畜
を
つ
く
り
出

す
う
え
で
有
用
な
こ
と
か
ら
、
資

源
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
生
ま
れ
た
言
葉
で
す
。
人

類
に
と
っ
て
今
す
ぐ
に
使
わ
れ
な

く
て
も
、
将
来
有
用
な
、
ま
た
は

そ
の
可
能
性
を
持
つ
も
の
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
作
物
や
家
畜
の
在
来
種

や
近
縁
の
野
生
種
の
な
か
に
は
、

耐
病
性
や
不
良
環
境
に
耐
え
る
遺

伝
的
性
質
を
も
っ
た
も
の
が
多

く
、
品
種
改
良
の
素
材
と
し
て
有

用
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

　収集した貴重な遺伝資源を安全・確実に保存する
ことは、ジーンバンク事業の根幹をなす重要な役割で
す。保存に当たっては、植物遺伝資源の種子は低温・
低湿の環境で保存し、発芽率によって活力を随時モ
ニターしています。また、遺伝資源の保存を安全かつ
確実に行うために、長期保存用遺伝資源と配布用遺
伝資源とで保存方法を変える工夫も行っています。

　ジーンバンクで保存している遺伝資源は、試験研究
等を利用目的とする配布申込を随時受け付けていま
す。毎年、1万点近くの遺伝資源が国内外に配布され
ており、さまざまな研究に貢献しています。
　また、探索収集・導入、特性評価、保存などを通
して得られた知見は遺伝資源データベースとして蓄積
され、これらはインターネットを通して広く発信してい
ます。 

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
遺
伝
資
源

す
。
し
か
し
、
大
規
模
な
開
発
に

よ
る
生
態
系
の
破
壊
や
、
少
数
の

優
秀
な
改
良
品
種
の
広
範
な
普
及

に
よ
り
、
多
様
な
在
来
品
種
は
急

速
に
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

農
研
機
構
で
は
、
国
内
、
国
外

の
研
究
機
関
と
協
力
し
て
、
世
界

中
の
遺
伝
資
源
を
探
索
収
集
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
資
源
は
専
門
家

に
よ
っ
て
分
類
・
同
定
さ
れ
、
そ

の
特
性
を
調
べ
、
増
殖
・
保
管
し

て
い
ま
す
。
保
管
さ
れ
た
遺
伝
資

源
は
、情
報
と
と
も
に
公
開
さ
れ
、

新
品
種
の
開
発
や
、
最
先
端
の
研

究
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

（４）配布・情報提供

　ジーンバンク事業では、世界各地に残っている多
様性に富んだ古い品種や野生種を探索収集する活動
に力を入れています。そのために、毎年国内外に探
索隊を派遣し、新たに登録される遺伝資源は年間
1,000点以上にもなります。2014年には「PGRAsia」
プロジェクトが発足（詳しいことは Report02 で紹
介）。また、国内・海外の研究機関からも、貴重な
遺伝資源を導入しています。

 ▲植物の原種種子を長期保存するための永年保管庫内の様
子。種子はアルミ缶に封入され -18℃で保存されています。イ
ネの種子なら100 年くらい保存できると見込まれます。

農
業
生
物
資
源
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業

新
品
種
の
開
発
へ

　

農
業
生
物
資
源
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
事
業
は
、

農
研
機
構
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
を
セ
ン

タ
ー
バ
ン
ク
、
日
本
各
地
の
研
究
機
関
を
サ

ブ
バ
ン
ク
と
し
て
位
置
づ
け
、
連
携
・
運
営

し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
と
サ
ブ
バ
ン
ク

セ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
と
サ
ブ
バ
ン
ク
に
保
存

さ
れ
て
い
る
遺
伝
資
源
は
、
植
物
資
源
（
約

22
万
9
千
点
、
世
界
第
6
位
）、
微
生
物

資
源
（
約
3
万
5
千
点
）、
動
物
資
源
（
約

2
千
点
）
で
す
。
さ
ら
に
ゲ
ノ
ム
研
究
の

加
速
の
た
め
に
D
N
A
バ
ン
ク
も
実
施
し

て
い
ま
す
。【
数
値
は
2
0
2
0
年
9
月
現
在
】

詳しく知りたい方は
農研機構 HPをチェック！

ジーンバンク

 ▼配布用種子保存庫は、センターバンクに設置されています。貯蔵庫内は、温度 -1℃、相対湿度 30% に保たれ、約 19 万
点の植物遺伝資源が眠っています。種子の入出庫は自動化されており、提供を依頼された種子をコンピューターで指示する
と、自動的に隣室のオペレーターの手元まで運ばれてきます。
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これまで果肉の赤い「赤肉リンゴ」は、食感があまり良
くないうえ、酸味が非常に強いため、生食には向いて
いませんでした。そこで甘味と酸味のバランスの良
い「ふじ」と、ジーンバンクが保存するアメリカ
原産のリンゴ「JP110469」の交配で育成されたの
が赤肉品種の「ルビースイート」です。「ルビースイー
ト」は皮だけでなく果肉まで赤く、ほかの赤肉品種に
比べて果汁が多いうえに甘みも強い品種。食感も良いの
で、サラダやスイーツとして生のままでも楽しめます。
果汁も赤～淡赤色のため、その色を活かしたジュースや
ジャムなどの加工品にも適しています。

り良
いて
良

ー
種に
良いの
ます。
スや

果肉が赤くて甘さ十分

ルビースイート

▲「ルビースイート」は、果皮だ
けでなく果肉もアントシアニン
を含む450g 程度の大玉リンゴ 

▲収量も優れる「桃
薫」は、観光農園で
も人気▶中国南西部
に自生する野生種
（写真）を交配に使っ
たことから、漢字表
記の「桃薫」と命名

モ
モ
に
似
た
芳
醇
な
香
り
が
魅
力

桃と
う
く
ん薫

これまで芳香性のイチゴには、栽培イチゴ「とよ
のか」に、モモに似た香りの野生種（Fragaria 

nilgerrensis、ジーンバンク保存）を交配して育
成された「久留米 IH1 号」がありました。しか
し見た目や収量に課題があり、広く普及しません
でした。そこで見た目も良く栽培しやすい「カレ
ンベリー」に前述の香りのある野生種を交配し、
さらに「久留米 IH1 号」を交配することで、収量・
果実の外観・香りともに優れた「桃薫」を育成し
ました。モモやココナッツ、カラメルのような特
徴的な香りと、やわらかな食感の「桃薫」は、贈
答品やスイーツとして注目されています。

茨城県つくば市のメインバンク（農研機構 遺伝資源センター）や、全国各地の茨城県つくば市のメインバンク（農研機構 遺伝資源センター）や、全国各地の
サブバンクに保存されている遺伝資源とその情報は、研究・教育用に配布・提供サブバンクに保存されている遺伝資源とその情報は、研究・教育用に配布・提供
されています。また品種改良や、昔の魅力ある品種の復活にも役立てられていまされています。また品種改良や、昔の魅力ある品種の復活にも役立てられていま
す。ここではジーンバンク事業で保存されていたものなど、海外の遺伝資源を利す。ここではジーンバンク事業で保存されていたものなど、海外の遺伝資源を利
用することで、優れた特性を持つ品種の育成に成功した例を紹介します。用することで、優れた特性を持つ品種の育成に成功した例を紹介します。

可能性広がる可能性広がる

遺伝資源遺伝資源

▶「和みリゾット」のもみと
玄米（中）。左：ひとめぼれ、右：
CARNAROLI  ▼イタリア料理
店のシェフが「和みリゾット」
を使って調理したリゾット

従来の国産米で作るリゾットは、イタリア産米で
作るものとは見た目や食感が異なるという問題が
ありました。また輸入のイタリア産米は高価で、
地産地消への関心の高まり等もあり、リゾット向
けの国産大粒米が求められていたのです。そこで
リゾットに最適とされるイタリア原産の大粒品種

「CARNAROLI」をジーンバンクが提供し、倒れ
にくく、脱粒・穂発芽もしにくい「北陸 204 号」
と交配して「和みリゾット」を育成。歯ごたえが
あって粘りがなく、べたつかないうえ、煮崩れし
にくい「和みリゾット」は、イタリア料理店での
評価も高く、各地で栽培が進められています。

国産コメ品種で本格イタリアン

和
な ご

みリゾット
米米
粉
パ
ン
に
適
し
た
コ
メ
品
種

粉
パ
ン
に
適
し
た
コ
メ
品
種

ミ
ズ
ホ
チ
カ
ラ

ミ
ズ
ホ
チ
カ
ラ

▲小麦粉や増粘剤を使
わない米粉100％でも、
「ミズホチカラ」ならふっ
くら！▶「ミズホチカラ」
は、一般の主食用米より
約 20％多くとれる品種  

「ミズホチカラ」は、韓国の一穂 数＊1が多い品
種「密陽 23 号」および「水原 258 号」、台湾の
極強稈＊2の品種「台農 67 号」、日本の多収品種「ア
キヒカリ」という、３つの国の品種の交雑後代か
ら多収性を集積して育成された品種です。「ミズ
ホチカラ」は、米飯としての味は良いとは言えま
せんが、米粉パン等の加工適性に優れています。

「ミズホチカラ」で作った米粉パンはもちもち感、
しっとり感、甘みに加えてボリュームがあり、焼
き上がり後の変形が少ないとの評価を得ていま
す。グルテンを使わず、米粉 100％のパンをお
いしく作ることができます。
＊1  一穂 数（ひとほりゅうすう）：一つの穂に付く、（もみ）の数。
数が多いことは、多収のための必要条件。

＊2  極強稈（ごくきょうかん）：イネの茎である稈（かん）がとて
も固くて、しっかりしていること。このため、台風等でもイネが
倒れにくくなる。

国産小麦はタンパク質の強さが中程度の中力粉
に向くものが大部分を占め、主に強力粉で作ら
れるパンや準強力粉の中華麺製造には適さず、
強力系の国産小麦の開発が求められていまし
た。そこで製パン適性を持つ「キタノカオリ」
に、タンパク質の強さが極めて強い米国小麦系
統「KS831957」等を交配して育成されたのが
超強力小麦「ゆめちから」です。「ゆめちから」
の魅力は、何と言っても国産小麦の主流である
中力粉とブレンドした際の優れた製パン適性で
す。国産小麦粉特有のもちもちした食感があり、
硬くなりにくい「ゆめちから」使用のパンは全
国で販売されています。

▲「ゆめちから」には、近年北海道
で被害が拡大しているコムギ縞萎縮
病への抵抗性も「KS831957」から受
け継がれています。左：きたほなみ、
右：ゆめちから（北海道内コムギ縞
萎縮病発生ほ場での生育）▶ブレン
ドの配合を変えることで、さまざま
なパンに適した食感が生まれます

国産小麦パン大躍進に貢献

ゆめちからゆめちから
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子
に
つ
い
て
、

子
に
つ
い
て
、
55
年
ほ
ど
研
究

年
ほ
ど
研
究

し
ま
し
た
。
こ
の
渡
米
中
の
研
究

し
ま
し
た
。
こ
の
渡
米
中
の
研
究

成
果
が
、
私
の
過
去
の
業
績
で
ピ

成
果
が
、
私
の
過
去
の
業
績
で
ピ

カ
イ
チ
で
す
。

カ
イ
チ
で
す
。

―
―
な
ぜ
ア
ズ
キ
の
研
究
に
魅
了

―
―
な
ぜ
ア
ズ
キ
の
研
究
に
魅
了

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

内
藤
内
藤　

農
研
機
構
で
ア
ズ
キ
の
研

　

農
研
機
構
で
ア
ズ
キ
の
研

究
者
を
募
集
し
て
い
て
、
そ
れ
に

究
者
を
募
集
し
て
い
て
、
そ
れ
に

応
募
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
今

応
募
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
今

が
あ
る
の
で
す
が
、
最
初
は
ア
ズ

が
あ
る
の
で
す
が
、
最
初
は
ア
ズ

キ
の
研
究
に
は
ピ
ン
と
来
ま
せ
ん

キ
の
研
究
に
は
ピ
ン
と
来
ま
せ
ん

で
し
た
。
だ
か
ら
数
年
で
成
果
を

で
し
た
。
だ
か
ら
数
年
で
成
果
を

出
し
て
関
西
へ
帰
る
つ
も
り
だ
っ

出
し
て
関
西
へ
帰
る
つ
も
り
だ
っ

た
ん
で
す
（
笑
）。
で
も
、
農
研

た
ん
で
す
（
笑
）。
で
も
、
農
研

機
構
に
入
っ
て

機
構
に
入
っ
て
22
日
目
に
考
え

日
目
に
考
え

が
変
わ
り
ま
し
た
。
室
長
に
連
れ

が
変
わ
り
ま
し
た
。
室
長
に
連
れ

ら
れ
て
、
世
界
中
の
ア
ズ
キ
が
栽

ら
れ
て
、
世
界
中
の
ア
ズ
キ
が
栽

培
さ
れ
て
い
る
ハ
ウ
ス
を
案
内
し

培
さ
れ
て
い
る
ハ
ウ
ス
を
案
内
し

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
目
の
前

て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
目
の
前

の
光
景
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
同

の
光
景
を
見
て
驚
き
ま
し
た
。
同

じ
種
類
の
ア
ズ
キ
な
の
に
、
葉
っ

じ
種
類
の
ア
ズ
キ
な
の
に
、
葉
っ

ぱ
の
形
、
枝
分
か
れ
の
仕
方
、
ツ

ぱ
の
形
、
枝
分
か
れ
の
仕
方
、
ツ

ル
の
伸
び
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違

ル
の
伸
び
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
違

う
。
ま
た
、
石
灰
岩
に
生
え
て
い

う
。
ま
た
、
石
灰
岩
に
生
え
て
い

る
も
の
、
海
岸
沿
い
に
生
え
て
い

る
も
の
、
海
岸
沿
い
に
生
え
て
い

た
も
の
も
あ
る
。「
こ
ん
な
に
形

た
も
の
も
あ
る
。「
こ
ん
な
に
形

質
が
バ
ラ
バ
ラ
な
素
材
が
あ
る
な

質
が
バ
ラ
バ
ラ
な
素
材
が
あ
る
な

ら
、
ゲ
ノ
ム
を
読
ま
な
く
て
は
い

ら
、
ゲ
ノ
ム
を
読
ま
な
く
て
は
い

け
な
い
で
す
よ
ね
」と
聞
い
た
ら
、

け
な
い
で
す
よ
ね
」と
聞
い
た
ら
、

「
そ
う
言
っ
て
く
れ
る
人
を
待
っ

「
そ
う
言
っ
て
く
れ
る
人
を
待
っ

て
い
ま
し
た
」
と
室
長
に
言
っ
て

て
い
ま
し
た
」
と
室
長
に
言
っ
て

も
ら
え
た
こ
と
を
い
ま
だ
に
覚
え

も
ら
え
た
こ
と
を
い
ま
だ
に
覚
え

て
い
ま
す
。
自
分
の
こ
れ
ま
で
の

て
い
ま
す
。
自
分
の
こ
れ
ま
で
の

キ
ャ
リ
ア
は
、
こ
の
ア
ズ
キ
達
に

キ
ャ
リ
ア
は
、
こ
の
ア
ズ
キ
達
に

出
会
う
た
め
だ
っ
た
と
錯
覚
し
ま

出
会
う
た
め
だ
っ
た
と
錯
覚
し
ま

し
た
。
そ
の
夜
、
関
西
に
残
し

し
た
。
そ
の
夜
、
関
西
に
残
し

て
き
た
妻
に
、「
関
西
に
は
帰
れ

て
き
た
妻
に
、「
関
西
に
は
帰
れ

な
く
な
っ
た
」
と
電
話
し
ま
し
た

な
く
な
っ
た
」
と
電
話
し
ま
し
た

（
笑
）。

（
笑
）。

―
―
ア
ズ
キ
野
生
種
の
耐
塩
性
の

―
―
ア
ズ
キ
野
生
種
の
耐
塩
性
の

研
究
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
成
果

研
究
を
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
成
果

は
ど
の
よ
う
に
発
展
す
る
と
思
わ

は
ど
の
よ
う
に
発
展
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
か
？

れ
ま
す
か
？

内
藤
内
藤　

ア
ズ
キ
野
生
種
の
耐
塩
性

　

ア
ズ
キ
野
生
種
の
耐
塩
性

は
、
海
水
で
育
つ
作
物
の
開
発
に

は
、
海
水
で
育
つ
作
物
の
開
発
に

使
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の

使
え
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の

農
業
に
お
け
る
重
要
な
問
題
の
一

農
業
に
お
け
る
重
要
な
問
題
の
一

つ
に
、
水
問
題
が
あ
り
ま
す
。
雨

つ
に
、
水
問
題
が
あ
り
ま
す
。
雨

が
降
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
地
下
水

が
降
ら
な
い
と
こ
ろ
で
は
地
下
水

を
汲
み
上
げ
て
農
業
を
し
て
い
ま

を
汲
み
上
げ
て
農
業
を
し
て
い
ま

す
が
、
地
下
水
は
枯
れ
て
い
く
一

す
が
、
地
下
水
は
枯
れ
て
い
く
一

方
で
す
。
海
水
が
農
業
に
使
え
た

方
で
す
。
海
水
が
農
業
に
使
え
た

ら
、
水
問
題
は
解
決
す
る
で
し
ょ

ら
、
水
問
題
は
解
決
す
る
で
し
ょ

う
。
夢
の
よ
う
な
話
で
す
が
、
ア

う
。
夢
の
よ
う
な
話
で
す
が
、
ア

ズ
キ
の
耐
塩
性
を
イ
ネ
や
ム
ギ
へ

ズ
キ
の
耐
塩
性
を
イ
ネ
や
ム
ギ
へ

導
入
で
き
た
ら
、
高
校
生
の
と
き

導
入
で
き
た
ら
、
高
校
生
の
と
き

に
夢
見
た
ス
ー
パ
ー
穀
物
を
海
上

に
夢
見
た
ス
ー
パ
ー
穀
物
を
海
上

農
園
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
て
、

農
園
で
育
て
る
こ
と
が
で
き
て
、

食
糧
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
か

食
糧
問
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

も
し
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

―
―
研
究
に
没
頭
さ
れ
て
い
る
毎

―
―
研
究
に
没
頭
さ
れ
て
い
る
毎

日
だ
と
思
い
ま
す
が
、
お
休
み
の

日
だ
と
思
い
ま
す
が
、
お
休
み
の

日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま

日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま

す
か
？

す
か
？

内
藤
内
藤　

読
書
を
し
て
い
る
こ
と
が

　

読
書
を
し
て
い
る
こ
と
が

多
い
で
す
。
散
歩
や
旅
行
な
ど
外

多
い
で
す
。
散
歩
や
旅
行
な
ど
外

出
も
し
ま
す
が
、
つ
い
道
端
の
植

出
も
し
ま
す
が
、
つ
い
道
端
の
植

物
が
目
に
入
っ
て
、
何
で
こ
こ
に

物
が
目
に
入
っ
て
、
何
で
こ
こ
に

ナ
ス
科
の
花
が
咲
い
て
い
る
ん
だ

ナ
ス
科
の
花
が
咲
い
て
い
る
ん
だ

ろ
う
、
な
ん
て
研
究
の
思
考
に

ろ
う
、
な
ん
て
研
究
の
思
考
に

戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
あ
り

戻
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
よ
く
あ
り

ま
す
ね
。

ま
す
ね
。

アズキのなかまは、ワイルドでヤバいアズキのなかまは、ワイルドでヤバい
～アズキ野生種の魅力～～アズキ野生種の魅力～

ないとう　けん（自己紹介）●農学博士（京都大・
2007）野生アズキの秘密を暴くために新妻との同居
さえ諦めた男（その妻曰く「お互い様」）。修論研究は
国の研究機関で、博論研究はアメリカの大学で行うと
いう貴重な経験を得たが、それが現在のキャリアに活
かされていると言える自信はないらしい。東京大学大
学院新領域創生科学研究科客員准教授として学生に指
導したりされたりしている。

要点を見抜く能力に長けノンストップで研究を進めていくスーパー研
究者ですが、何事にもよく努力することが最も尊敬すべき点だと思い
ます。院生時代は今よりもっとオーバーアクションで「明るく個性的で
フレンドリーを頑張って演じているけれど実は内向的な人」でした。
しかしそれも努力を重ね今ではだいぶ自然な（？）明るい人になったよ
うです。明るく楽しく面白く研究したい方はぜひチーム内藤へ！

内藤さんって、こんな人内藤さんって、こんな人

農研機構
遺伝資源センター
　  武藤千秋さん

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す

と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
な
ん
で
す

か
？
か
？

内
藤　
内
藤　

小
学
生
の
頃
、
科
学
雑
誌

小
学
生
の
頃
、
科
学
雑
誌

を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
て
熱
心
に

を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
て
熱
心
に

読
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
す
で

読
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
頃
す
で

に
、
将
来
は
研
究
者
に
な
る
と
思

に
、
将
来
は
研
究
者
に
な
る
と
思

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

い
込
ん
で
い
ま
し
た
。

―
―
農
学
部
へ
進
ん
だ
の
は
な
ぜ

―
―
農
学
部
へ
進
ん
だ
の
は
な
ぜ

で
す
か
？

で
す
か
？

内
藤
内
藤　

高
校
生
の
時
、
遺
伝
子
組

　

高
校
生
の
時
、
遺
伝
子
組

換
え
技
術
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ
番

換
え
技
術
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ
番

組
を
見
て
、
い
つ
か
こ
の
技
術
で

組
を
見
て
、
い
つ
か
こ
の
技
術
で

す
ご
い
作
物
を
作
り
た
い
と
思
い

す
ご
い
作
物
を
作
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
れ
と
、
当
時
ピ
ュ
リ

ま
し
た
。
そ
れ
と
、
当
時
ピ
ュ
リ

ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
た
「
ハ
ゲ
ワ

ツ
ァ
ー
賞
を
受
賞
し
た
「
ハ
ゲ
ワ

シ
と
少
女
」
の
写
真
を
見
て
食
糧

シ
と
少
女
」
の
写
真
を
見
て
食
糧

問
題
を
意
識
し
た
こ
と
も
、
農
学

問
題
を
意
識
し
た
こ
と
も
、
農
学

部
を
選
ん
だ
動
機
で
す
ね
。で
も
、

部
を
選
ん
だ
動
機
で
す
ね
。で
も
、

大
学
に
入
学
し
て
専
門
知
識
を
身

大
学
に
入
学
し
て
専
門
知
識
を
身

に
つ
け
る
ほ
ど
、
遺
伝
子
組
換
え

に
つ
け
る
ほ
ど
、
遺
伝
子
組
換
え

技
術
で
ス
ー
パ
ー
穀
物
を
作
っ
て

技
術
で
ス
ー
パ
ー
穀
物
を
作
っ
て

食
糧
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
難

食
糧
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
は
難

し
い
の
だ
と
知
り
ま
し
た
（
笑
）。

し
い
の
だ
と
知
り
ま
し
た
（
笑
）。

大
学
院
で
は
、
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ

大
学
院
で
は
、
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ

を
使
っ
て
、
放
射
線
が
誘
発
す
る

を
使
っ
て
、
放
射
線
が
誘
発
す
る

染
色
体
異
常
に
つ
い
て
研
究
し
ま

染
色
体
異
常
に
つ
い
て
研
究
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
渡
米

し
た
。
そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
渡
米

し
て
、
イ
ネ
の
ゲ
ノ
ム
の
転
移
因

し
て
、
イ
ネ
の
ゲ
ノ
ム
の
転
移
因

―
―
内
藤
さ
ん
の
お
仕
事
を
教
え

―
―
内
藤
さ
ん
の
お
仕
事
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
い
。

内
藤
内
藤　

遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
は
、

　

遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
は
、

日
本
国
内
ま
た
は
海
外
か
ら
収
集

日
本
国
内
ま
た
は
海
外
か
ら
収
集

し
た
遺
伝
資
源
を
保
管
し
て
い
ま

し
た
遺
伝
資
源
を
保
管
し
て
い
ま

す
。
収
集
さ
れ
た
遺
伝
資
源
、
中

す
。
収
集
さ
れ
た
遺
伝
資
源
、
中

で
も
植
物
は
、
ど
の
よ
う
な
特
性

で
も
植
物
は
、
ど
の
よ
う
な
特
性

を
持
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

を
持
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い

と
、
品
種
改
良
な
ど
の
研
究
に
使

と
、
品
種
改
良
な
ど
の
研
究
に
使

え
ま
せ
ん
。
私
の
所
属
し
て
い
る

え
ま
せ
ん
。
私
の
所
属
し
て
い
る

チ
ー
ム
で
は
、
植
物
、
特
に
イ
ネ

チ
ー
ム
で
は
、
植
物
、
特
に
イ
ネ

や
マ
メ
、
ア
ズ
キ
の
特
性
調
査
を

や
マ
メ
、
ア
ズ
キ
の
特
性
調
査
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
私
は
ア
ズ
キ

担
当
し
て
い
ま
す
。
私
は
ア
ズ
キ

の
担
当
で
、
ア
ズ
キ
野
生
種
の
耐

の
担
当
で
、
ア
ズ
キ
野
生
種
の
耐

塩
性
に
関
与
す
る
遺
伝
子
を
取
り

塩
性
に
関
与
す
る
遺
伝
子
を
取
り

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

出
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

―
―
内
藤
さ
ん
が
、
ア
ズ
キ
の
研

―
―
内
藤
さ
ん
が
、
ア
ズ
キ
の
研

究
に
出
会
う
ま
で
の
経
緯
を
お
聞

究
に
出
会
う
ま
で
の
経
緯
を
お
聞

き
し
ま
す
。
研
究
者
に
な
り
た
い

き
し
ま
す
。
研
究
者
に
な
り
た
い

ア
ズ
キ
に
は
な
か
ま
が
多
く
、そ
の
数
、実
に
、１
０
８
種
。
多
く
の
人
に
と
っ

て
は
単
な
る
雑
草
で
す
が
、
波
打
ち
際
や
石
灰
岩
の
上
な
ど
す
ご
い
所
に
生
え

て
い
る
た
く
ま
し
い
植
物
で
す
。
そ
ん
な
ア
ズ
キ
の
な
か
ま
か
ら
、
食
糧
問
題

が
解
決
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
ヒ
ン
ト
を
得
る
べ
く
、日
々
研
究
し
て
い
ま
す
。

農
研
機
構
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
植
物
多
様
性
活
用
チ
ー
ム
主
任
研
究
員

内
藤  

健

N
A
ITO
 K
en

0808 0707

特集 たねと資源
農業生物資源ジーンバンク事業
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Cambodia,Cambodia,
　VietnamVietnam

ナス科ユニット ナス科ユニット 松永 啓松永 啓
                                                              MATSUNAGA  HiroshiMATSUNAGA  Hiroshi

LaosLaos
ナス科ユニットナス科ユニット
宮武 宏治宮武 宏治 MIYATAKE  Koji

野生のキュウリとの出会いに感動野生のキュウリとの出会いに感動

　2015、2017 年 に ベ ト ナ ム、2016 年 は ネ パ ー ル、2015、2017 年 に ベ ト ナ ム、2016 年 は ネ パ ー ル、
2019 年はミャンマーに行きました。キュウリやメロン、2019 年はミャンマーに行きました。キュウリやメロン、
カボチャ、トウガンやスイカなどのウリ科をメインに収集カボチャ、トウガンやスイカなどのウリ科をメインに収集
しました。キュウリの起源地と言われるネパールで、博物しました。キュウリの起源地と言われるネパールで、博物
学の権威、中尾佐助先生が 1950 年代に収集してきたもの学の権威、中尾佐助先生が 1950 年代に収集してきたもの
と同じ野生のキュウリを見つけた時は感慨深かったです。と同じ野生のキュウリを見つけた時は感慨深かったです。

Vietnam,Nepal,Vietnam,Nepal,
MyanmarMyanmar

葉根菜類の野生種を収集葉根菜類の野生種を収集

　2019 年にキルギスへ探索に行き、品目はアブラナ科、2019 年にキルギスへ探索に行き、品目はアブラナ科、
レタスなどの仲間のキク科、ネギの仲間のユリ科といっレタスなどの仲間のキク科、ネギの仲間のユリ科といっ
た葉根菜類を中心に近縁の野生種を収集しました。探索た葉根菜類を中心に近縁の野生種を収集しました。探索
収集活動を通して、近年国内で問題になっている病害の収集活動を通して、近年国内で問題になっている病害の
ひとつ、黒斑細菌病ひとつ、黒斑細菌病＊１＊１に抵抗性を示すものがないかどに抵抗性を示すものがないかど
うか、これから調べていこうと思っています。うか、これから調べていこうと思っています。

在来品種を保護するということ在来品種を保護するということ

　2017 年から 3 回にわたるラオス探索で、ナスを基本　2017 年から 3 回にわたるラオス探索で、ナスを基本
に収集しました。ラオスでは近年の温暖化の影響か毎年に収集しました。ラオスでは近年の温暖化の影響か毎年
洪水が起こっています。このままでは在来種が洪水で流洪水が起こっています。このままでは在来種が洪水で流
され、二度と育てられないということになりかねない。され、二度と育てられないということになりかねない。
このプロジェクトに参画することで、現地の研究機関のこのプロジェクトに参画することで、現地の研究機関の
方にも種を集めて保存することの重要性を理解してもら方にも種を集めて保存することの重要性を理解してもら
えるのではないかと思っています。えるのではないかと思っています。

辛くない希少なトウガラシを探して辛くない希少なトウガラシを探して

2014 ～ 2018 年の 5 年間にわたりカンボジアへ、2014 ～ 2018 年の 5 年間にわたりカンボジアへ、
2019 年にはベトナムに行き、計 6 回の探索となりま2019 年にはベトナムに行き、計 6 回の探索となりま
す。対象野菜は主にトウガラシを中心とした、ナスなす。対象野菜は主にトウガラシを中心とした、ナスな
どの野菜を収集しています。最近、トウガラシの辛みどの野菜を収集しています。最近、トウガラシの辛み
成分が注目されていますが、辛すぎると大量には摂取成分が注目されていますが、辛すぎると大量には摂取
できません。「辛み成分がありながら辛くない」トウできません。「辛み成分がありながら辛くない」トウ
ガラシを探索活動で見つけるのが現在の目標です。ガラシを探索活動で見つけるのが現在の目標です。

KyrgyzKyrgyz

農研機構は PGRAsia の代表機関として、毎年共同
研究国に研究者を派遣しています。そこで今回はプ
ロジェクトに参加し、遺伝資源探索に携わってきた
農研機構 野菜花き研究部門所属の 5人に、探索収
集活動の現状や資源探索の意義などを語ってもらい
ました。

プロジェクトメンバー、
資源探索を語る。

Vietnam,Vietnam,
    CambodiaCambodia
　ウリ科・ウリ科・
イチゴユニット イチゴユニット 

川頭 洋一川頭 洋一 KAWAZU  YoichiKAWAZU  Yoichi

土地の人への聞き取りを重視土地の人への聞き取りを重視

　2016 年にベトナム、2019 年にカンボジアに2016 年にベトナム、2019 年にカンボジアに
探索に行きました。ベトナムではキュウリ、カボ探索に行きました。ベトナムではキュウリ、カボ
チャ、アマランサスを中心に、カンボジアではメチャ、アマランサスを中心に、カンボジアではメ
ロン、キュウリ、カボチャなどの在来野菜を収集。ロン、キュウリ、カボチャなどの在来野菜を収集。
両国とも改良品種が入ってきているという現状が両国とも改良品種が入ってきているという現状が
あり、育種での活用が期待される在来種を見つけあり、育種での活用が期待される在来種を見つけ
るため「いつから栽培しているか」など現地の人るため「いつから栽培しているか」など現地の人
への聞き取りを重視しています。への聞き取りを重視しています。

アブラナ科ユニット アブラナ科ユニット 柿崎 智博柿崎 智博
                                        KAKIZAKI  Tomohiro                                        KAKIZAKI  Tomohiro

＊１ 黒斑細菌病：ハクサイやキャベツ、ダイコンなどアブラナ科全般に発生。中
でもダイコンは根の中に黒い斑点ができるため、加工の段階まで気づかれないこ
とが問題となっている。

ウウリ科・リ科・
イチゴユニット  イチゴユニット  下村 晃一郎下村 晃一郎
　　　　　　　　　　　SHIMOMURA　Koichiro　　　　　　　　　　　SHIMOMURA　Koichiro

国際共同研究プロジェクト PGRAsia とは

　そこで、農林水産省の委託プロジェクト「P
ピージーアールアジア

GRAsia」が 2014 年度
から始まりました。共同研究を通じて、海外から遺伝資源を日本に導入
するという試みです。このプロジェクトでは共同研究相手国において、
遺伝資源を相手国の研究者と共同で探索収集することに加え、収集遺伝
資源の特性調査を行ったり、相手国との育種素材共同開発、遺伝資源情
報のネットワーク化を進めています。また相手国の研究者を受け入れ、
研修なども行っています。共同研究相手国としては、2014 年度当時は
ベトナム、ラオス、カンボジアの 3 カ国でスタートしました。2015 年
度からはネパール（2016 年度で終了）とミャンマーが、2019 年度か
ら新たにキルギスが加わっています。

詳しく知りたい方は、
HPをチェック！

PGRAsia

なぜ今、遺伝資源の探索が必要なのか

　昨今の地球温暖化問題や病虫害等への対応として、国内農業の強化策
のひとつに新品種の開発があります。そして新品種を開発するためには、
育種素材となる多様な遺伝資源の確保が重要です。しかし、日本の新品
種開発において重要な植物遺伝資源を多数保有するアジア地域の途上国
では都市開発が進み、農業のグローバル化もあって在来種に代わって改
良品種が広く普及するなどの傾向が見られます。その結果、地域の環境
に適応した在来の遺伝資源が急速に失われつつあるのです。また一方で、
途上国を中心に遺伝資源に対する権利保護の機運が高まり、海外から遺
伝資源を導入することが難しくなってきています。

農
研
機
構
は
、
日
本
と
共
同
研
究
国
の
双
方
に
と
っ
て
重
要
性
が
高
い
野
菜
や
穀
類
を
対
象
と
し
て
、

植
物
遺
伝
資
源
の
共
同
調
査
に
参
画
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
関
連
し
、
研
究
者
が
共
同
研
究
国
を
直
接

訪
ね
、
遺
伝
資
源
の
探
索
収
集
も
行
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
実
際
に
探
索
に
携
わ
っ
た
研
究
者
の
活
動

を
通
し
て
、
国
と
国
の
境
を
超
え
て
、
遺
伝
資
源
を
守
る
こ
と
の
意
義
を
考
え
ま
す
。

国
際
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ベ
ト
ナ
ム
・
ラ
オ
ス
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
ネ
パ
ー
ル
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
キ
ル
ギ
ス

遺
伝
資
源
を
訪
ね
て

1010 0909
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―
―
各
国
に
探
索
収
集
に
行
か
れ
た
み
な

さ
ん
で
す
が
、
実
際
の
資
源
探
索
は
ど
の

よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

川
頭
●「
こ
う
い
う
資
源
を
収
集
し
た
い
」

と
い
う
こ
ち
ら
の
要
望
に
応
じ
、
現
地
の

植
物
に
詳
し
い
研
究
者
ら
が
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
と
な
っ
て
、事
前
調
査
を
し
ま
す
。

そ
の
調
査
を
も
と
に
、
目
的
の
種
を
持
っ

て
い
そ
う
な
農
家
の
方
の
と
こ
ろ
に
連
れ

て
行
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

柿
崎
●
キ
ル
ギ
ス
は
遊
牧
民
が
つ
く
っ
た

国
の
た
め
、
農
耕
が
あ
ま
り
盛
ん
で
は
な

い
ん
で
す
。
目
的
の
葉
根
菜
類
は
農
家
を

訪
ね
て
も
種
が
な
い
だ
ろ
う
と
の
こ
と

で
、
道
ば
た
や
山
の
斜
面
な
ど
に
生
え
て

い
る
野
生
種
の
収
集
を
行
い
ま
し
た
。

下
村
●
資
源
を
収
集
す
る
か
ど
う
か
の
決

め
手
の
ひ
と
つ
は
、
在
来
種
で
あ
る
こ
と

で
す
。
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
や
現
地
語
の

通
訳
を
介
し
、「
こ
の
植
物
が
い
つ
か
ら

こ
こ
に
あ
る
の
か
」「
種
を
い
つ
か
ら
取
っ

て
い
る
の
か
」
と
い
っ
た
こ
と
を
現
地
の

人
へ
の
聞
き
取
り
で
調
査
し
ま
す
。

―
―
在
来
種
を
重
視
す
る
理
由
は
？

松
永
●
例
え
ば
南
米
原
産
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ

は
東
南
ア
ジ
ア
で
幅
広
く
分
化
し
た
と
さ

れ
、
青
枯
病
（
＊
２
）
に
抵
抗
性
の
あ
る
も

の
が
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
東

南
ア
ジ
ア
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
は
、
上
の
方
の

収
穫
が
終
わ
れ
ば
枝
を
切
り
戻
し
、
下
の

方
か
ら
枝
を
出
さ
せ
る
と
い
う
方
法
で
何

十
年
も
同
じ
場
所
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま

す
。
枯
れ
る
こ
と
な
く
長
年
同
じ
場
所
に

植
わ
っ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
だ
け
病
気
に

強
い
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。

宮
武
●
ラ
オ
ス
で
裏
庭
に
植
わ
っ
て
い
る

よ
う
な
ナ
ス
に
、
青
枯
症
状
で
枯
れ
て
い

る
も
の
は
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
ラ
オ
ス
で
も
改
良
品
種
の

農
園
で
は
青
枯
症
状
が
出
て
い
る
の
で
、

そ
れ
な
り
に
強
い
も
の
が
選
ば
れ
、
在
来

種
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

―
―
改
良
品
種
と
在
来
品
種
の
特
定
は
ど

の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で
す
か
。

松
永
●
ト
ウ
ガ
ラ
シ
の
場
合
、
改
良
品
種

は
か
な
り
見
た
目
が
き
れ
い
な
ん
で
す
。

在
来
種
は
極
端
に
大
き
か
っ
た
り
小
さ

か
っ
た
り
、
デ
コ
ボ
コ
だ
っ
た
り
。
で
も

農
家
さ
ん
は
そ
ん
な
こ
と
は
知
ら
な
い
の

で
、
改
良
品
種
で
も
「
ず
っ
と
前
か
ら
育

て
て
い
る
」
と
言
う
ん
で
す
。
1
年
前
か

ら
も
5
年
前
か
ら
で
も
、ず
っ
と
前
（
笑
）

下
村
●
そ
れ
で
僕
ら
は
前
回
の
探
索
時
に

ち
ょ
っ
と
質
問
の
仕
方
を
工
夫
し
て
、
そ

の
土
地
の
お
じ
い
さ
ん
に
「
子
ど
も
の
頃

か
ら
こ
の
野
菜
は
あ
り
ま
し
た
か
？
」
っ

て
聞
い
た
ん
で
す
。
お
じ
い
さ
ん
が
「
食

べ
て
い
た
」
と
答
え
た
も
の
は
50
年
は
あ

る
と
判
断
で
き
る
か
と
。
な
る
べ
く
確
度

の
高
い
確
か
め
方
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

川
頭
●
話
を
聞
く
相
手
は
英
語
も
現
地
の

公
用
語
も
わ
か
ら
な
い
、
少
数
民
族
の
言

葉
し
か
話
せ
な
い
人
も
多
い
の
で
、
欲
し

い
品
目
の
果
実
の
写
真
や
、
植
物
体
の
写

真
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
い
ま
す
。
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―
―
探
索
時
に
各
国
の
文
化
の
違
い
を
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
？

松
永
●
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
比
較
的
簡
単

に
収
集
の
許
可
が
下
り
ま
す
。
そ
れ
に
対

し
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
探
索
地
域
を
主
管
す

る
関
係
機
関
す
べ
て
に
顔
見
せ
を
し
、
今

回
の
探
索
の
目
的
を
そ
れ
ぞ
れ
に
説
明
し

て
は
じ
め
て
収
集
の
許
可
が
も
ら
え
ま

す
。
お
国
柄
だ
と
思
い
ま
す
が
、
厳
格
な

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
、
目
的
の
場
所
で

の
収
集
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
ん
で
す
。

川
頭
●
ベ
ト
ナ
ム
は
経
済
的
に
発
展
し
て

い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
探
索
で

訪
れ
る
地
方
は
道
や
衛
生
状
態
も
悪
く
、

水
牛
と
か
家
畜
が
道
を
歩
き
回
っ
て
い
る

よ
う
な
と
こ
ろ
。
お
酒
で
外
国
人
を
歓
迎

し
て
く
れ
る
文
化
が
あ
り
、
お
酒
に
弱

い
私
に
は
き
つ
か
っ
た
で
す
（
笑
）。

宮
武
●
ラ
オ
ス
の
人
は
ナ
ス
を
よ
く
食

べ
る
の
で
、
ど
の
家
に
も
裏
庭
に
ナ
ス
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ

う
い
う
裏
庭
に
現
地
の

人
が
気
づ
い
て
い
な
い

価
値
あ
る
資
源
が
あ
っ

た
り
す
る
の
で
、
く
ま

な
く
す
べ
て
の
家
を
回

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

資
源
収
集
の
決
め
手
は

在
来
種
か
ど
う
か

質
問
の
仕
方
に
ひ
と
工
夫

現
地
の
研
究
者
の
協
力
も
欠
か
せ
な
い

柿
崎
柿
崎
●●
肉
食
文
化
の
キ
ル
ギ
ス
で
は
、
現

肉
食
文
化
の
キ
ル
ギ
ス
で
は
、
現

地
の
地
の
食
事
に
使
わ
れ
て
い
る
葉
根
菜
類
は

タ
マ
ネ
ギ
や
ニ
ン
ニ
ク
な
ど
数
品
目
で
し

た
。
栽
培
面
積
も
限
ら
れ
る
た
め
、
種
の

保
存
も
難
し
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

―
―
都
市
開
発
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
相
手

国
の
環
境
も
時
と
と
も
に
変
化
し
ま
す
。

松
永
●
カ
ン
ボ
ジ
ア
も
最
初
は
在
来
種
が

集
め
や
す
か
っ
た
ん
で
す
が
、
道
が
年
々

整
備
さ
れ
、
改
良
品
種
や
そ
の
後
代
が
出

回
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
な
る
と
裏
庭

で
長
年
植
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
、

本
来
そ
こ
に
あ
る
は
ず
の
在
来
種
が
年
々

集
め
に
く
く
な
っ
て
い
る
印
象
で
す
。

肌
感
覚
で
学
ん
だ
こ
と
が

今
後
の
研
究
に
生
き
て
く
る

▼農家の裏庭にあったトウガラシ
（カンボジア）

▲農家の人にインタビューする様子（ベトナム）

▼サイズや色などの果
実特性に加え、緯度経
度、標高など生育状況
も記録（ベトナム）

▲道ばたに自生する植物
を調査（キルギス）

遺伝資源が遺伝資源が育種の未来育種の未来を創るを創る
PGRAsia プロジェクトメンバー座談会PGRAsia プロジェクトメンバー座談会

柿柿崎 智博崎 智博
2019 キルギス2019 キルギス

宮武  宮武  宏宏治治
2017 ～ 2019 ラオス2017 ～ 2019 ラオス

下下村 村  晃一郎 晃一郎
22015  ベトナム015  ベトナム
2016  ネパール2016  ネパール
2017  ベトナム2017  ベトナム
2019  ミャンマー2019  ミャンマー

松永  松永  啓啓
2014 ～ 2018  カンボジア2014 ～ 2018  カンボジア
2019  ベトナム2019  ベトナム

川川頭頭  洋一  洋一
2016  ベトナム2016  ベトナム
2019  カンボジア2019  カンボジア

▲実際に１つ１つの株を調査
（カンボジア）

宮
武
●
ラ
オ
ス
は
在
来
の
も
の
を
今
も
作

り
続
け
て
い
る
印
象
で
す
が
、
近
隣
の
国

か
ら
種
を
買
っ
た
と
い
う
農
家
さ
ん
も
い

て
、
こ
こ
数
年
で
在
来
種
か
ら
改
良
品
種

に
一
気
に
作
り
変
え
ら
れ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
も
あ
る
な
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

そ
の回

▲ラオスでは生のナスも食卓に並ぶ

―
―
探
索
収
集
活
動
の
持
つ
意
義
が
ま
す

ま
す
大
き
く
な
り
ま
す
ね
。

川
頭
●
そ
う
で
す
ね
。
例
え
ば
い
ろ
ん
な

作
物
に
新
し
い
病
気
が
発
生
し
、
そ
れ
に

対
し
て
抵
抗
性
を
持
つ
植
物
を
作
り
た
い

と
考
え
ま
す
。
そ
の
と
き
に
探
索
な
ど
で

得
ら
れ
た
多
様
な
遺
伝
資
源
が
あ
れ
ば
、

欲
し
い
素
材
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
高
く

な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
な
る
べ
く

た
く
さ
ん
の
遺
伝
資
源
を
保
有
す
る
こ
と

が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
ね
。

下
村
●
農
家
さ
ん
が
植
え
た
り
、
野
生
の

も
の
で
も
、
自
然
環
境
下
で
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
、
我
々
の
想
定
し
て
い
な
い

遺
伝
子
を
持
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
育
種
の
際
に
何
が
有
用
か
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
遺
伝
資
源
を
持
っ
て
い
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
ま
た
こ
ん
な
に
寒
い
と

こ
ろ
で
キ
ュ
ウ
リ
が
育
つ
と
か
、
論
文
で

は
生
育
し
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
場
所
に

こ
ん
な
植
物
が
あ
る
と
か
、
探
索
時
に
肌

感
覚
で
学
ん
だ
こ
と
も
今
後
の
研
究
に
生

き
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

宮
武
●
肌
感
覚
は
確
か
に
あ
り
ま
す
ね
。

真
夏
の
ラ
オ
ス
は
、
日
本
で
は
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
灼
け
る
よ
う
な
暑
さ
な
ん
で

す
。
こ
う
い
う
場
所
で
生
き
長
ら
え
た
種

は
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
育
つ
種
と
は
持
っ

て
い
る
も
の
が
違
う
だ
ろ
う
と
現
地
を
訪

れ
て
感
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

―
―
ご
自
身
が
収
集
し
た
も
の
が
将
来
の

育
種
に
使
わ
れ
る
と
良
い
で
す
ね
。

柿
崎
柿
崎
●●
先
日
私
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
研
究
で

先
日
私
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
研
究
で

欲
し
い
形
質
を
持
っ
た
遺
伝
資
源
を
探
し

欲
し
い
形
質
を
持
っ
た
遺
伝
資
源
を
探
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
所
属
ユ
ニ
ッ
ト
に

て
い
た
と
こ
ろ
、
所
属
ユ
ニ
ッ
ト
に
2020
年年

以
上
前
に
在
籍
し
て
い
た
大
先
輩
が
集
め

以
上
前
に
在
籍
し
て
い
た
大
先
輩
が
集
め

て
き
た
も
の
の
中
に
、
す
ご
い
特
性
を
持

て
き
た
も
の
の
中
に
、
す
ご
い
特
性
を
持

つ
も
の
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
キ
ル

つ
も
の
が
出
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
キ
ル

ギ
ス
で
収
集
し
た
も
の
の
中
に
、
何
十
年

ギ
ス
で
収
集
し
た
も
の
の
中
に
、
何
十
年

後
、
私
が
死
ん
だ
後
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

後
、
私
が
死
ん
だ
後
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

（
笑
）、
そ
の
と
き
の
育
種
の
情
勢
に
沿
っ

（
笑
）、
そ
の
と
き
の
育
種
の
情
勢
に
沿
っ

た
、
有
用
な
形
質
を
も
つ
系
統
が
あ
っ
た

た
、
有
用
な
形
質
を
も
つ
系
統
が
あ
っ
た

ら
う
れ
し
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

ら
う
れ
し
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

▲収集した植物の
種を丁寧に取り出
す（キルギス）

＊２ 青枯病：植物病原細菌の一種である青枯病菌(Ralstonia solanacearum)の感染により起こる病気。主に根から侵入した青枯病菌に感染した植物では、
導管 (水分などが通る組織 )のなかで菌が増殖し、水分の吸い上げができなくなることなどによって葉や茎の地上部が萎れてしまい、最終的に枯死する。
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特集 たねと資源
農業生物資源ジーンバンク事業
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水田の貯水機能を下流の洪水緩和に活用する「田んぼダム」
の取り組みが、新潟県を皮切りに日本各地に広がっていま
す。その積極的な活用には耕作者の協力が不可欠ですが、
栽培されている水稲への悪影響と水位管理作業の負担が懸
念されます。農研機構は、水稲に悪影響を及ぼさない水深
および湛水期間の上限の目安を策定するとともに、その目
安を手軽に達成できる水位管理器具を開発しま
した。この成果により、水田の貯水機能を活用
した豪雨対策の普及促進が期待できます。

豪雨時の洪水被害軽減に貢献する水田の利活用法（2020/8/5 発表）

▲水田排水口に設置する水位調整器（イメージ）

NARO TOPICS
“花の癒し効果”を実証

農研機構は筑波大学等と共同で、花の観賞が脳の活動に影
響を与え、心理的、生理的に生じたストレス反応を緩和さ
せることを明らかにしました。
ストレスを与えた実験参加者に花の画像を見せると、ネガ
ティブな情動が減少し、ストレスにより上昇した血圧やス
トレスホルモンの値が低下しました。本成果により“花の
癒し効果”が心理的、生理的、脳科学的に実証されました。

花の観賞は心身のストレスを緩和する（2020/6/22 発表）

プレスリリースプレスリリース
NA
RO
 TO
PI
CS 落水枡：フィールドゲート

調整板：ダムキーパー

▲花の画像は青空や椅子（人工的で中
立的）の画像よりもストレス反応の軽
減に有効であることが認められました。

【農研機構公式 SNS】

農研機構が重要課題として取り組んでいる温暖化対応の研
究成果をわかりやすく紹介する書籍「地球温暖化と日本の
農業―気温上昇によって私たちの食べ物が変わる !?」( 農
研機構編著 ) が出版されました。
本書では、温暖化の現状や将来、世界の食糧生産への影響
について解説し、また、水稲、畑作物、野菜、果樹・茶、
家畜・飼料作物、病害虫・雑草、農業水利用などの各作物、
分野への影響と適応策について、わかりやすく紹介してい
ます。

【好評発売中】温暖化の農業影響と適応策を農研機構が本にまとめました

インフォメーションインフォメーション

気象ブックス046
( 成山堂書店気象
ブックスシリーズ )

ISBN978 - 4 - 425 -
55451-5

定価 本体 2,200 円
( 税別 )

たくさん収穫できるイネ、いもち病などの病気
に強いイネ、そしておいしいものなど、新しい
品種のイネを作るには、特徴の異なる２つの品
種を交配して、その子どもから優れた特徴を持
つものを選びます。新しい品種ができるまで
約 10 年の月日がかかります。最近ではイネの
DNA を調べ、その情報をもとに優
れたイネを選ぶことも可能になって
います。

動画で見る作物の品種改良

サツマイモも交配して新しい品種を作ります
が、熱帯・亜熱帯地域以外ではサツマイモはほ
とんど花が咲きません。花を咲かせるためにキ
ダチアサガオと接ぎ木をするというひと手間が
加わります。甘～いさつまいも「べにはるか」
のほか、焼き芋用、干し芋用、加工用、そして
焼酎の原料用など、それぞれの特性
に合わせたいろいろなサツマイモ品
種を開発しています。

YouTube「NARO Channel（なろチャンネル）」にて、農研機構の研究成果や開発品種についての動画を
公開しています。その中から作物の品種改良の動画を２本ピックアップしてご紹介します。

▲接ぎ木して咲かせた花から花粉を集め、別の花に受粉させます。

構公式 SNS】

@NARO.go.jp

編
集
後
記

●
農
研
機
構
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
記
者
会
見
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
6
月
16
日
の
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
記
者
会

見
は
、
広
報
部
職
員
が
必
要
機
材

の
調
達
や
会
場
設
営
、
事
前
撮
影
、

ネ
ッ
ト
配
信
な
ど
を
手
探
り
で
進

め
、
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
た
う
え

で
実
施
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
な
く
無
事
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と
し
て
い

ま
す
。（
井
）

●
6
月
か
ら
農
研
機
構
公
式
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
と
ツ

イ
ッ
タ
ー
を
始
め
ま
し
た
。
い
い
ね
!
や
リ
ツ
イ
ー
ト
の

数
で
反
響
が
見
え
る
の
で
、
担
当
者
と
し
て
も
楽
し
み
な

が
ら
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
見
て
い
な
い
方
は
、

ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
フ
ォ
ロ
ー
お
願
い
し
ま
す
。（
四
）

@NARO_JP

▲「AI スパコン紫峰」オンライン記者
会見の様子

「新しいお米をつくる研究」

「あま～いサツマイモ品種ができるまで」

ピックアップ！ NARO Channelピックアップ！ NARO Channel

▲交配と選抜を繰り返し、約10 年かけて新しい品種を作ります。 プレスリリースプレスリリース
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今回の「広報NARO」はいかがでしたか？　今後の誌面作りの今回の「広報NARO」はいかがでしたか？　今後の誌面作りの
参考にさせていただきますので、ご意見をお聞かせください。参考にさせていただきますので、ご意見をお聞かせください。
次号以降にご意見を掲載することがあります。次号以降にご意見を掲載することがあります。

アンケートにご協力ください

発
行
日
／
2020

年
9
月
30 日

　
〒
305-8517 茨

城
県
つ
く
ば
市
観
音
台
3-1-1　

TEL 029-838-8988　
http://w

w
w
.naro.aff rc.go.jp/   E

メ
ー
ル
 w
w
w
@
naro.aff rc.go.jp

企
画
・
編
集
／
農
研
機
構
　
ロ
ゴ
デ
ザ
イ
ン
／
吉
田
グ
ラ
フィ
カ
　
©
2020

農
研
機
構
　
禁
無
断
転
載
　
※
「
農
研
機
構
」
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
 農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
の
コ
ミュ
ニ
ケ
ー
ション

ネ
ー
ム
（
通
称
）
で
す
。

NARO 

ＮＡＲＯ読者アンケートＮＡＲＯ読者アンケート
またはアンケート

回答はこちら
https://prd.form.naro.go.jp/form/pub/naro01/koho_naro

No.17  2020

国立研究開発法人   農業・食品産業技術総合研究機構

▲農研機構は農業 AI 研究用のスパコン「紫峰」の稼働を開始しました。従来の多くのスパコ
ンと異なり、主力の演算装置にGPU（Graphics Processing Unit） を用いた、機械学習や画像
解析に適した仕様が特徴です。人工知能（AI）とデータを活用した最先端の研究を加速し、農
業界や産業界で真に役立つ技術を開発することで、農業・食品産業の成長産業化を目指します。
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